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lOYR 2/2 黒褐色

lOYR 2/2 黒褐色

2.5Y 5/4 黄褐色

lOYR 1.7/1 

lOYR 3/2 

黒色

黒褐色

lOYR 3/4 暗褐色

7.5YR 4/6 褐色

火山放出物未熟土の土壌層位と

土色（厚真町宇隆小麦畑）

約8,000年前に降下して堆積した
樽前d軽石

農耕地土壌分類における火山放出物

未熟土と黒ボク土の分類方法（一部
抜粋）

爛成土、、泥炭土、黒泥土、
ホドゾル、砂丘未熟土など

9いいえ
リン酸吸収係数

1.500未滴の末風化火山
放出物が表層50cm以内に
25cm以上ある

9いいえ
リン酸吸収係数
l,500以上の層が
表層50cm以内に
積算して25cm以上ある

↓ いヽえ

その他の土壌群（低地土、台地土、赤色土など）

はい

..火閏｛誓誓物

はい

→ 黒ボク土

は
砂
壌
土

(
S
L
)
で、

2
c層

は
完
全
に
砂
土

(
S
)

で
あ

る
。
樽
前
山
か
ら
の
距
離
が
近

い
た
め
、
粗
い
粒
子
の
火
山
灰

が
飛
ん
で
き
て
た
ま
り
、

3

0

O
S
3
5
0
年
間
で
は

T
a
I

a
や
T
a
_
b
の
風
化
と
土
壌

化
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
の

が
分
か
る
。

表
層
か
ら

40
セ
已
訊
ま
で
の

A

p
層
は
リ
ン
酸
吸
収
係
数
が

8

0

0
未
満
と
低
く
、

T

aー

C

か
ら
で
き
た
真
っ
黒
な

3

A
層

で
も

1
3
0
0
未
満
、

T
a
|

d
か
ら
で
き
た
4
A
層
や
4

B

層
は

1
0
0
0
未
満
で
あ
る
。

深
さ

1
訂
ま
で
の
全
層
位
で
リ

ン
酸
吸
収
係
数
が

1
5
0
0
未

満
と
低
い
。

火
山
に
近
い
と
粒
子
の
粗
い

火
山
灰
や
軽
石
が
厚
く
堆
積
し

今
号
と
次
号
で
は
胆
振
地
域

な
ど
に
分
布
す
る
火
山
灰
や
軽

石
な
ど
か
ら
で
き
た
未
熟
土
の

断
面
を
紹
介
す
る
。
火
山
に
近

い
地
域
で
は
粒
径
が
大
き
い
火

山
灰
な
ど
が
堆
積
す
る
た
め
、

土
壌
化
が
進
ま
ず
未
熟
土
と
な

る
。
厚
真
町
の
火
山
放
出
物
未

熟
土
の
断
面
を
紹
介
す
る
。

日
本
の
活
火
山

1
1
0
の
う

ち
18
が
北
海
道
に
あ
る
。
活
火

山
は
、
活
動
度
に
応
じ
て
「
特

に
高
い
」
ラ
ン
ク

A
、
「
古
向
い
」

ラ
ン
ク
B
、
「
低
い
」
ラ
ン
ク

C

て
風
化
や
土
壌
化
が
進
み
に
く

く
、
リ
ン
酸
を
固
定
す
る
ア
ロ

フ
ェ
ン
な
ど
の
鉱
物
も
で
き
に

く
い
た
め
、
リ
ン
酸
吸
収
係
数

が
低
い
。
リ
ン
酸
吸
収
係
数
1

5
0
0
未
満
の
未
風
化
火
山
放

出
物
が
表
層

50
セち
后
以
内
に

25

セ
も
昇
以
上
あ
る
場
合
は
、
火
山

放
出
物
未
熟
土
に
分
類
さ
れ
る

（図）。
リ
ン
酸
吸
収
係
数
が
低
い
と

い
う
こ
と
は
、
リ
ン
酸
が
固
定

さ
れ
る
力
が
弱
い
の
で
、
火
山

灰
か
ら
で
き
た
黒
ボ
ク
土
と
は

違
い
、
リ
ン
酸
は
作
物
に
吸
収

さ
れ
や
す
い
。

A

P
層
は
黒
い

も
の
の
腐
植
物
質
は
あ
ま
り
多

く
な
く
、
砂
が
多
く
て
粘
土
が

少
な
い
の
で
、
陽
イ
オ
ン
交
換

容
量

(
C
E
C
)
は
1
0
0
嗜

当
た
り

1
2
S
1
3
m
e
と
、
か
な

に
分
類
さ
れ
、
十
勝
岳
、
有
珠

山
、
北
海
道
駒
ヶ
岳
、
樽
前
山

の
4
つ
が
ラ
ン
ク
A
で
あ
る
。

雌
阿
寒
岳
や
摩
周
岳
な
ど
は
現

在
も
噴
煙
が
上
が
っ
て
い
る
が

ラ
ン
ク

B
で
あ
る
。

胆
振
地
域
に
は
大
規
模
な
噴

火
が
起
き
た
山
が
多
く
、
洞
爺

湖
や
支
笏
湖
は
破
局
的
な
大
噴

火
に
よ
り
で
き
た
「
カ
ル
デ

ラ
」
と
呼
ば
れ
る
＜
ぼ
み
に
水

が
た
ま
っ
た
湖
で
あ
る
。
支
笏

湖
は
約
4
万
年
前
の
激
し
い
火

山
活
動
で
で
き
た
深
い
く
ぼ
み

に
水
が
た
ま
っ
た
支
笏
カ
ル
デ

ラ
で
、
水
深
3
6
3
認
は
湖
と

し
て
日
本
第
2
位
で
あ
る
。

カ
ル
デ
ラ
に
で
き
た
湖
は
円

形
が
多
い
。
白
老
町
の
倶
多
楽

湖
は
直
径
3
訂
昇
の
カ
ル
デ
ラ

湖
で
、
日
本
で
最
も
丸
い
湖
と

い
わ
れ
て
い
る
。
支
笏
湖
も
で

き
た
当
時
は
円
形
だ
っ
た
が
、

周
り
に
風
不
死
岳
、
恵
庭
岳
、

樽
前
山
な
ど
が
一
直
線
上
に

次
々
と
火
山
活
動
を
開
始
し
て

成
長
し
た
た
め
、
現
在
は
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
の
よ
う
な
形
に
見
え

る
。
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
で

見
る
と
、
風
不
死
岳
や
恵
庭
岳

が
で
き
る
前
は
丸
か
っ
た
こ
と

が
想
像
で
き
る
。

り
低
め
で
あ
る
。
保
肥
力
は
低

い
が
、
塩
基
飽
和
度
を

6
0
S

80
％
に
高
め
や
す
い
と
も
言
え

る
。
化
学
性
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
大
き
な
問
題
が
な
く
、
あ
る

意
味
で
改
良
し
や
す
い
素
直
な

土
で
あ
る
。

深
さ

1
昇
ま
で
、
砂
が
多
く

て
バ
サ
バ
サ
の
火
山
灰
や
風
化

し
た
軽
石
だ
ら
け
で
、
軽
く
て

軟
ら
か
く
、
山
中
式
硬
度
計
で

測
定
し
た
緻
密
度
は
全
層
で

20

以
下
で
あ
り
、
堅
密
な
耕
盤
層

な
ど
と
は
無
縁
で
あ
る
。
斑
紋

な
ど
も
観
察
さ
れ
ず
、
排
水
性

も
良
好
で
あ
る
。

聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
深
さ

50
セち
討
く
ら
い
ま
で
サ
ブ
ソ
イ

緻
密
度
低
く
排
水
性
良
好

サ
ブ
ソ
イ
ラ
は
効
果
な
し

ラ
を
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
何
の
た
め
な
の
か
疑
問
で

あ
る
。
生
産
者
も
効
果
を
あ
ま

り
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
、
実

際
に
必
要
性
も
な
く
ほ
ぼ
無
意

味
な
の
で
、
や
め
る
べ
き
で
あ

る
。
先
月
号
ま
で
に
紹
介
し
た

名
寄
市
の
重
粘
土
を
見
れ
ば
、

こ
の
土
で
排
水
性
の
改
善
な
ど

意
味
が
な
い
と
分
か
っ
て
も
ら

え
る
だ
ろ
う
。

砂
が
多
く
て
排
水
性
が
良
好

と
な
れ
ば
、
乾
き
過
ぎ
て
干
ば

つ
の
不
安
が
あ
り
そ
う
だ
が
、

A

P
層
に
は

T
a
|
b
の
軽
石

が
2
％
ほ
ど
含
ま
れ
て
お
り
、

下
層
に
は
水
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
T

aー

d
の
軽
石
が
堆
積
し

て
い
る
の
で
、
断
面
全
体
が
乾

い
て
い
る
感
じ
は
な
い
。
火
山

灰
も
、
噴
火
し
地
中
か
ら
大
気

緑肥の導入て保肥力
火山灰からできても黒ボク土ではない火山放出物未熟土

帯広畜産大学
グローバルアグロメディシン

研究センター教授

谷昌幸
たに まさゆき

1995年筑波大学大学院農学研究科
修了。博士（農学）。同年帯広畜

産大学畜産学部助手、 2003年同大

助教授、 15年から現職。1968年大
阪市生まれ。

風
化
、
土
壌
化
が
進
ま
ず

改
良
し
や
す
い
素
直
な
土

． 
±壌断面に学ぶ □
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緩衝力を高める

樽
前
山
噴
火
の
影
響
で

火
山
灰
や
軽
石
が
堆
積

r
_
|
l人

樽
前
山
は
約
9
0
0
0
年
前

に
で
き
た
若
い
火
山
で
あ
る
。

で
き
た
時
の
噴
火
は
爆
発
的

で
、
大
量
の
軽
石
や
火
山
灰
が

降
っ
て
東
側
に
堆
積
し
た
。
特

に
オ
レ
ン
ジ
色
の
軽
石
が
特
徴

的
で
樽
前

d
(
T
a
—

d
)
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
火

山
活
動
を
休
止
し
、
約
2
5
0

0
年
前
に

3
回
の
大
規
模
な
噴

火
を
起
こ
し
、
樽
前

C
(
T

a
_
C
)
と
呼
ば
れ
る
大
量
の

火
山
灰
が
噴
出
し
て
偏
西
風
に

よ
っ
て
東
側
に
運
ば
れ
、
十
勝

地
域
に
も
厚
く
降
り
積
も

っ

た
。
さ
ら
に
、

1
6
6
7
年
の

噴
火
で
樽
前
b
(
T
a
|
b
)
、

1
7
3
9
年
の
噴
火
で
樽
前

a

(
T
a
|
a
)
な
ど
の
火
山
灰

が
積
も
り
、
樽
前
山
東
側
の
胆

振
地
域
東
部
や
十
勝
地
域
中
央

部
に
、
火
山
灰
や
軽
石
な
ど
か

ら
土
が
で
き
て
い
る
。

厚
真
町
宇
隆
の
小
麦
畑
で
土

壌
断
面
を
掘
っ
た
（
写
真
1
)
。

軽
く
て
軟
ら
か
く
、
剣
先
ス

コ
ッ
プ
で
サ
ク
サ
ク
掘
れ
る
。

1
2
0
巧
冒
以
上
の
深
さ
ま
で

あ
っ
と
言
う
間
に
掘
る
こ
と
が

黒
く
と
も
有
機
物
不
十
分

緑
肥
用
い
徐
々
に
増
や
す

で
き
、
ス
コ
ッ
プ
に
土
が
く
っ

付
く
感
覚
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

深
さ

40
セ
巳
ぃ
い
ま
で
に
は
プ
ラ

ウ
で
耕
起
さ
れ
た

A

P
層
が
観

察
さ
れ
、
黒
褐
色

(
1
0
Y
R
2

/
2
)
で
有
機
物
が
多
く
含
ま

れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
下

に
は
、
ほ
ぼ
土
壌
化
し
て
い
な

い
T
a
I
b
の
火
山
灰
層
で
あ

る

2
c層
が
筋
状
に
観
察
さ

れ
、
さ
ら
に
下
に
は

T
a
I
C

か
ら
で
き
た
真
っ
黒
な
腐
植
層

で
あ
る

3
A
層
、
黒
色
が
や
や

弱
い

3
A
C
層
が
見
ら
れ
る
。

深
さ

65
セ
ち
訂
以
下
に
は
、
風
化

し
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
軽
石
で
あ

る
T
a
|
d
か
ら
で
き
た

4

A

層
、
軽
石
が

80
％
以
上
の

4

B

層
が
続
い
て
い
る
。

4
B
層
に

含
ま
れ
る
軽
石
は
大
き
さ
約
1

S

3
セち
賢
で
、
つ
ぶ
す
と
簡
単

に
壊
れ
る
ほ
ど
風
化
し
て
お

り
、
隙
間
だ
ら
け
の
軽
石
は
水

が
多
く
含
ま
れ
ぬ
れ
た
感
じ
が

す
る
（
写
真

2
)
。

全
て
の
層
が
火
山
灰
や
軽
石

か
ら
で
き
て
お
り
、
表
層
の

A

p
1
層
や
A
P
2
層
は
黒
く
て

腐
植
物
質
を
多
く
含
ん
で
い
そ

う
な
の
で
、
ま
さ
に
黒
ボ
ク
土

の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し

A

p
層
を
触
る
と
砂
が
多
く
土
性

中
に
飛
び
出
し
て
き
た
と
き
に

火
山
ガ
ス
や
水
蒸
気
が
抜
け
た

小
さ
な
穴
が
多
く
あ
る
の
で
、

そ
れ
な
り
に
保
水
性
が
あ
る
。

土
の
物
理
性
に
も
大
き
な
問
題

が
な
い
。

A

P
層
は
黒
く
見
え
る
が
、

実
際
は
有
機
物
が
多
い
わ
け
で

は
な
く

C
E
C
も
か
な
り
低

い
。
保
肥
力
や
緩
衝
力
を
高
め

る
の
は
有
機
物
や
粘
土
の
量
だ

が
、
火
山
が
近
く
砂
が
多
い
土

で
粘
土
を
増
や
す
こ
と
は
簡
単

で
は
な
い
。
地
力
増
進
施
行
令

が
定
め
る
土
壌
改
良
資
材
に
は

ゼ
オ
ラ
イ
ト
や
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

な
ど
保
肥
力
が
高
い
粘
土
も
あ

る
が
、
コ
ス
ト
や
効
果
を
考
え

る
と
現
実
的
で
は
な
い
。

有
機
物
を
増
や
す
に
は
堆
肥

な
ど
を
施
用
す
る
の
が
効
果
的

だ
が
、
比
重
が
低
く
な
り
過
ぎ

た
り
、
土
の
隙
間
が
大
き
く
な

り
過
ぎ
る
の
も
心
配
で
あ
る
。

有
機
物
生
産
量
が
大
き
い
デ
ン

ト
コ
ー
ン
や
ソ
ル
ガ
ム
な
ど
を

緑
肥
と
し
て
導
入
し
、
徐
々
に

有
機
物
を
増
や
す
こ
と
が
効
果

的

か

も

し

れ

な

い

。

図
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